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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第22期

第２四半期
累計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

売上高 (千円) 2,824,919

経常利益 (千円) 502,515

四半期純利益 (千円) 328,436

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) －

資本金 (千円) 12,000

発行済株式総数 (株) 1,200,000

純資産額 (千円) 1,215,496

総資産額 (千円) 1,903,305

１株当たり四半期純利益 (円) 136.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

１株当たり配当額 (円) －

自己資本比率 (％) 63.9

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 43,215

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △17,217

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 18,732

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 809,189

回次
第22期

第２四半期
会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 72.53

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等については記

載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

５．2020年１月31日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を実施しております。当事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業収益の底堅い推移を背景に、緩やか

な回復基調を維持いたしました。しかしながら、米中貿易摩擦の長期化や日韓関係の冷え込みといった経済情勢の

影響が懸念されるほか、消費税率引き上げに対する心理的影響など、先行き不透明な状況が継続しております。

当社が属する日用品の卸売市場におきましては、消費者の日常消費への根強い節約志向やEC市場拡大による業界

の垣根を超えた競争激化、物流コスト上昇のリスクなどの影響により、厳しい経営環境が続いております。

このような環境下、当社は収益向上を目指すべく、売れ筋商品の安定した在庫確保を行い、収益内容の改善に取

り組むべく積極的に営業活動を行った結果として、売上高は好調に推移いたしました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における業績は売上高2,824,919千円、営業利益504,487千円、経常利益

502,515千円、四半期純利益328,436千円となりました。

当社の事業セグメントは、「第４ 経理の状況 １ 四半期財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載

のとおり、単一の事業セグメントでありますが、販売チャネルを区分した売上高の概況は次のとおりであります。

① TV通販

当販売チャネルには、TV通販番組にて販売するため、TV通販番組運営会社に対する商品の売上が含まれます。

当第２四半期累計期間の売上高は、季節商品やクリーン系の商品、インテリア系の商品が、特に地上波放送にお

いて好調に推移したこと等により、1,234,875千円となりました。

② ベンダー販売

当販売チャネルには、量販店において店頭で販売するため、量販店に対する商品の売上が含まれます。当第２

四半期累計期間の売上高は、インテリア系やビューティ系の商品の安定した売上と共に、ビューティ系の季節商

品やメディアで紹介された商品の売上が好調に推移したこと、加えて増税前の駆け込み需要と見られる影響等に

より、753,164千円となりました。

③ インターネット通販

当販売チャネルには、インターネット上の大手ECサイトのショッピングモールでの商品の売上が含まれます。

当第２四半期累計期間の売上高は、ビューティ系の季節商品がメディアで紹介されたことが当販売チャネルに顕

著に表れ、売上が好調に推移したことに加え、在庫管理の適正化により機会損失を回避した結果、672,830千円と

なりました。

④ セールスプロモーション

当販売チャネルには、企業等からのプロモーション活動や社内教育の依頼に基づいた実演販売士の派遣による

売上が含まれます。当第２四半期累計期間の売上高は、増税前の駆け込み需要に対するイベント増加の影響によ

り、販促イベントへの実演販売士派遣が好調に推移したことにより、83,664千円となりました。
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⑤ デモカウ

当販売チャネルには、当社が消費者へ直接商品を販売するため、2018年４月に営業を開始した当社直営店舗

「デモカウ」及び2018年５月に営業を開始したECサイト「デモカウ」の売上が含まれます。当第２四半期累計期

間の売上高は、直営店舗においてはキッチン系の商品やビューティ系の商品の売上が好調に推移し、ECサイトに

おいては季節商品の売上やクリーン系の商品の売上が好調に推移いたしました。また、メディア等の影響により

デモカウの認知度が向上したことによる集客効果が表れたこと等により、80,329千円となりました。

⑥ その他

当販売チャネルには、社内販売制度に基づいた売上が含まれます。当第２四半期累計期間の売上高は、56千円

となりました。

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて443,612千円増加し、1,903,305千円となりま

した。流動資産は、前事業年度末に比べて425,685千円増加し、1,812,283千円となりました。主な要因は、たな卸

資産が294,933千円、売上高が増加したことにより電子記録債権が45,989千円及び売掛金が38,614千円、現金及び預

金が44,729千円増加したことによるものであります。固定資産は、前事業年度末に比べて17,927千円増加し、

91,022千円となりました。主な要因は、ソフトウエア仮勘定の増加等により無形固定資産が15,178千円増加したこ

とによるものであります。

当第２四半期会計期間末における負債総額は、前事業年度末に比べて115,176千円増加し、687,808千円となりま

した。流動負債は、前事業年度末に比べて115,588千円増加し、686,573千円となりました。主な要因は、買掛金が

90,824千円、未払法人税等が48,044千円、短期借入金が19,144千円増加した一方で、未払消費税が38,230千円、預

り金が12,695千円減少したことによるものであります。固定負債は、前事業年度に比べて411千円減少し、1,235千

円となりました。これは、長期リース債務が411千円減少したことによるものであります。

当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて328,436千円増加し、1,215,496千円となりま

した。主な要因は、四半期純利益の計上により利益剰余金が331,444千円増加したことによるものであります。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ44,729

千円増加し、809,189千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の増加は、43,215千円となりました。これは主に、税引前四

半期純利益502,515千円、仕入債務の増加90,824千円などが、たな卸資産の増加額294,933千円などを上回ったため

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は、17,217千円となりました。これは主に、無形固定

資産の取得よる支出13,962千円のためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動による資金の増加は、18,732千円となりました。これは主に、短期借入

による収入165,000千円が、短期借入金の返済による支出145,856千円などを上回ったためであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、下記のとおり仕入に関する覚書を締結しております。

相手先の名称
相手先の
所在地

契約の名称 契約締結日 契約期間 契約内容

協和工業㈱ 日本
独占販売に関
する覚書

2019年７月１日

2019年７月１日から
2020年６月30日まで
以後、１年ごとに自
動更新

当社及び協和工業㈱が指定す
る商品について、協和工業㈱
が、日本国内において当社以
外の第三者(注)に販売しない
ことを目的とする合意事項。

(注) 当社及び協和工業㈱が事前に合意した者は除く。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

(注) 2020年１月14日開催の取締役会決議により、2020年１月31日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発行可能株

式総数は4,800,000株増加し、9,600,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年２月27日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,200,000 2,400,000 非上場

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であり
ます。

計 1,200,000 2,400,000 ― ―

(注) 2020年１月14日開催の取締役会決議により、2020年１月31日付で普通株式１株につき２株とする株式分割を行っ

ております。これにより発行済株式総数は1,200,000株増加し、2,400,000株となっております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年９月30日 ― 1,200,000 ― 12,000 ― ―

(注) 2020年１月14日開催の取締役会決議により、2020年１月31日付で普通株式１株につき２株とする株式分割を行っ

ております。これにより発行済株式総数は1,200,000株増加し、2,400,000株となっております。
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(5) 【大株主の状況】

2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

吉村 泰助 東京都千代田区 720,000 60.00

エンパワーフィールド株式会社 新潟県新発田市豊町一丁目10番15号 350,000 29.17

株式会社チョイズ 東京都千代田区九段南三丁目９番11－1003号 100,000 8.33

コパ・コーポレーション従業員持株会 東京都渋谷区恵比寿南二丁目23番７－403号 30,000 2.50

計 ― 1,200,000 100.00

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,200,000 12,000 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,000 ―

(注) 2020年１月14日開催の取締役会決議により、2020年１月31日付で普通株式１株につき２株とする株式分割を行っ

ております。これにより発行済株式総数は1,200,000株増加し、2,400,000株となっております。

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間(2019年７月１日から2019年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2019

年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、應和監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 809,189

　 電子記録債権 49,120

売掛金 403,769

たな卸資産 ※ 542,301

前払費用 4,415

未収入金 3,680

その他 50

貸倒引当金 △244

流動資産合計 1,812,283

固定資産

有形固定資産 17,470

無形固定資産 32,250

投資その他の資産 41,300

固定資産合計 91,022

資産合計 1,903,305

負債の部

流動負債

買掛金 264,418

短期借入金 124,782

リース債務 823

未払金 44,120

未払費用 35,317

未払法人税等 173,975

未払消費税等 7,595

預り金 4,280

賞与引当金 31,260

流動負債合計 686,573

固定負債

リース債務 1,235

固定負債合計 1,235

負債合計 687,808

純資産の部

株主資本

資本金 12,000

利益剰余金 1,203,496

株主資本合計 1,215,496

純資産合計 1,215,496

負債純資産合計 1,903,305
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

売上高 2,824,919

売上原価 1,819,086

売上総利益 1,005,833

販売費及び一般管理費 ※ 501,345

営業利益 504,487

営業外収益

　 受取利息及び配当金 57

　 その他 42

営業外収益合計 99

営業外費用

支払利息 466

売掛債権譲渡損 914

その他 689

営業外費用合計 2,071

経常利益 502,515

税引前四半期純利益 502,515

法人税等 174,079

四半期純利益 328,436
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税引前四半期純利益 502,515

減価償却費 6,360

貸倒引当金の増減額（△は減少） 219

　賞与引当金の増減額（△は減少） 221

受取利息及び受取配当金 △57

支払利息 466

　売掛債権譲渡損 914

売上債権の増減額（△は増加） △84,604

たな卸資産の増減額（△は増加） △294,933

　前払費用の増減額（△は増加） △860

仕入債務の増減額（△は減少） 90,824

　未払金の増減額（△は減少） △7,934

　未払費用の増減額（△は減少） 9,218

　未払消費税等の増減額（△は減少） △38,230

　その他資産の増減額（△は増加） △708

　その他負債の増減額（△は減少） △12,825

小計 170,588

利息及び配当金の受取額 57

利息の支払額 △1,396

法人税等の支払額 △126,034

営業活動によるキャッシュ・フロー 43,215

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,255

　無形固定資産の取得による支出 △13,962

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,217

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 165,000

短期借入金の返済による支出 △145,856

　リース債務の返済による支出 △411

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,732

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,729

現金及び現金同等物の期首残高 764,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 809,189
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(四半期貸借対照表関係)

※ たな卸資産の内訳

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

商品 542,237千円

貯蔵品 64 〃

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

販売手数料 136,543千円

賞与引当金繰入額 31,260 〃

貸倒引当金繰入額 219 〃

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金 809,189千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － 〃

現金及び現金同等物 809,189千円

(株主資本等関係)

当第２四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

　

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、実演販売関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益 136円85銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(千円) 328,436

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 328,436

普通株式の期中平均株式数(株) 2,400,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度
末から重要な変動があったものの概要

―

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．2020年１月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(重要な後発事象)

（株式分割）

当社は、2020年１月14日開催の取締役会決議に基づき、2020年１月31日付をもって株式分割を行っておりま

す。

１ 株式分割の目的

　株式分割を行い、投資単位当たりの金額を引き下げることにより、当社株式の流動性の向上及び投資家層の拡

大を図ることを目的としております。

２ 株式分割の概要

(1) 分割の方法

2020年１月30日の最終株式名簿に記載された株主の所有する普通株式１株につき、２株の割合をもって分割

しております。

(2) 分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 1,200,000株

株式分割により増加する株式数 1,200,000株

株式分割後の発行済株式総数 2,400,000株

株式分割後の発行可能株式総数 9,600,000株

(3) 株式分割の効力発生日

2020年１月31日

(4) １株当たり情報に及ぼす影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が期首に行われたものと仮定して算出しておりますが、これによる影

響については、当該箇所に記載しております。
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(5) 新株予約権の行使価額の調整

今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たり行使価格を2020年１月31日以降、以下のとおり

調整しました。

取締役会決議日 調整前行使価額 調整後行使価額

第１回新株予約権 2017年１月18日 215円 108円

第２回新株予約権 2018年３月27日 304円 152円

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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